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物的流通費のトータノレ・コスト・
　　　　　　　　アフ　ローチ
ー一物的流通費管理のシステム分析とシステム設計一
西　　澤 脩
1　財務会計上の物的流通費の取扱い
　物的流通費管理のトータル・システム化をはかるには，物的流通費に対し，
システム分析とシステム設計を実施する必要があり，そのために有用な物的流
通費分析（physical　d三st・ibuti㎝・o昌t・n・ly・is）と物的流通費予算（physical　distr－
ibuti㎝cost　budgeting）の方法を理解するには，その前提として現行の財務会計
上で物的流通費がどのように取扱われているのかを知らなければならない。
　夫蔵省企業会計審議会が発表した『企業会計原則』によれぱ，原価は製造原
価と販売費及び一般管理費と営業外費用に大別され，製造原価はさらに材料費
と労務費と経費に再分され，第1表及び第2表（同原則付表A1I号表を一部修
正済）のようた損益計算書及び製造原価報告書に計上される。つまり損益計算
書においては，売上高から売上原価を控除して売上総利益を計算し，これから
販売費及び一般管理費として，次の諸費用を差引いて営業利益を求める。
　販売員給料手当，販冗貝旅費，広告宣伝費，発送費・配達費，役員給料手当・
　事務員給料手当，減価償却費，地代家賃，修繕費，事務用消耗品費，通信交
　通費，雑費，その他
　っいで営業利益に営業外収益を加算して当期総利益を計算し，これから次の
営業外費用を控除して最後に当期純利益を算出する。
　支払利息，割引料，杜債利息，杜債1発行差金償却，創業費償却，有価証券売
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第1表　損益計算書の標準様式
I会杜名
損　益　計　算　　書
　　　自昭和×年X月×目
I純売上高　　1．製品総売上高
　　2．売上値引・戻り高
I［売上原価
　　1．期首製品棚卸高
　　2．当期製品製造原価
　　　　　合　　計
　　3．期末製品棚卸高
　　　　　売上総利益
皿　販売費及び一般管理費
ユ．
2．
3．
4．
5．
6．
7．
8．
9．
10．
11．
12．
13．
至昭和×年×月×目
×××
×××
×X×
×××
X×X　　　　　　×××
X××　　　　　　×××
販売員給料手当
販売員旅費
広告宣伝費
発送費・配逢費
役員給料手当
事務員給料手当
減価償却費
地代家貧
修　繕　費
事務用消耗品費
通信交通費
雑　　　　費
　　　　　営業利益
w営業外収益
1．
2．
3．
4．
5．
6．
×X×
×××
×X×
×X×
×××
×××
X×X
×××
×××
X××
X××
×××
×××
×××　　　　　　×××
受取利息・割引料
有価証券利息
受敢配当金
有価証券売却益
仕入割引
当期総利益
×××
×X×
X×X
×X×
×××
X×X
×××　　　　　　×××
×××
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V 営業外費用
ユ．
2．
3．
4．
5．
6，
7．
支払利息・割引料
杜債利息
杜債発行差金償却
創業費償却
有価誰券売却損
売上割引
XX　X
××X
×××
×××
×××
×××
×X× ×××
当期純利益 X××
第2表　製造原価報告書の漂準様式
会杜名
製造原価報告書
I
　　　　自昭和×年×月X日
材料費
　1．期首材料棚卸高
　2．当期材料仕入高
　　　合　　計
　3．期末材料棚卸高
至昭和×年×月×日
X××
×××
×××
×××
　　　　　当期材料費
1I労務費
　　1．基　　本　給
　　2．諸手当・福利費
　　　　　当期労務費
皿経　　費
　　1．電　　力　　費
　　2．瓦斯水道費
　　3．運　　　　賃
　　4．減価償却費
　　5．修　繕　費
　　6、租税公課
　　7、不動産賃借料
　　8．保　　険　料
　　9．旅費・交通費・通信費
　　10．雑　　　　費
×××
×××
××X
×××
×××
××X
×××
×××
×××
X××
××X
×XX
××X
X××
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当　期　経　費
当期総製造費用
期首仕掛品棚卸高
　合　　計
期末仕掛品棚卸高
当期製品製造原価
X××
X　X×
××X
×××
×××
X　X×
　却損，売上割引，その他
　他方，売上原価は，製造業にあつては期首製品棚卸高に当期製品製造原価を
加算し，これから期末製品棚卸高を控除して求めるのであり，当期製品製造原
価は製造原価報告書において計算する。つまり，材料費と労務費（基本給と諸
手当・福利費を含む）と次の経費を加算して当期総製造費用を計算する。
　電力費・瓦斯水道費・運賃・減価償1却費・修繕費，租税公課，不動産賃借料，
　保険料，旅費，交通費，通信費，雑費
　ついでこの当期総製造費用に期首仕掛品棚卸高を加え，これから期末仕掛品
棚卸高を控除して当期製品製造原価を算出するのである。このような原価分類
を形態別分類という。
　いま原価勘定のシステム化をはかるため，すべての勘定科目を9桁のコード
で表示することとする。そして1桁目を科目区分コードとし，資産を1，負債を
2・資本を3・売上を4・製造原価を5，販冗費及ひ一般管理費を6，営業外費用
を7，その他を8とし，2桁目と3桁目を形態別分類として一連番号をつけると，
たとえぱ次のシステム・コードができる（コーディングの詳細については，拙稿
「管理会計のシステム分析及びシステム設計」r早稲田商学』第214号を参照のこと）。
　　　500000000…………・…………・……・…製造原価
510000000…
520000000…
521000000・・・・…
522000000…
・材　　料　　費
・労　　務　　費
・基　　本　　給
・諸　　手　　当
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523000000一・一一・・…
530000000・・・・・・・・・…
531000000・・・・・・・・…
532000000・・・・・・・・…
533000000・・・・…
534000000・・・・・・・・…
535000000・・■…
536000000・・・・・・…
537000000・・・・・・・・…
538000000・・・・・・…
539000000・・・・・・・・…
540000000・・・・・…
541000000・・・…　一…
542000000・・一・・・・…
… 　……　　…・福　利　費
……一・……一経費
一…・・……一・・電力費
………　　一…・　・瓦斯水道費
　　　　　一…・・運賃
…一　　…一………減価償却費
　　　　・……・一・修繕費
　　　　＿＿。．　・租税公課
………　　一…・・不動産賃借料
　　…・…・…　　　保　険　料
…………………旅費
　　　・・一……・・交通費
・・……　　…一・　・通　信　費
　　　　一一　・雑　　　費
600000000一・　　　　　　…販売費及び一般管理費
601000000・・…
602000000・・…
603000000・…　一
604000000・・…
605000000・・…
606000000・・…
607000000・…　一・・・…
608000000・・…
609000000・・・・・・・・・…
610000000・・・　・・…
　　……　　　　・販売員給料手当
　　　　…一……・・販売員旅費
　　　　　　・広告宜伝費
　　・・……・…・・一・発送費・配達費
　　…一一………・・役員給料手当
　　　…………一・事務員給料手当
一　………・……一滅価償却費
　　　　・…・・一…・・地代家賃
’・　一・一……・修繕費
…　　　一・……一事務用消耗品費
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　　　611000000一・…・…・・・・…………………・・…通信交通費
　　　612000000………・…一・…一・・一……一・雑　　　　費
　　　700000000一…一………・・一………・…営業外費用
　　　701000000・……一…・…一・………………麦払利息
　　　702000000・……………一・……………一・・割引料
　　　703000000……一・…・一・・…………………そ　　の　他
　これらのコードに従って所要の支出額を集計すると形態別の原価が入手でき，
第1表及び第2表のように表示すると外部報告目的の財務諸表が作成できるの
である。ここでは会杜の全活動に要する原価が一括して集計されているので，
これらの原価のうち物的流通費がいくら消費されているかは不明である。もっ
とも上記の原価分類の中には運賃，発送費，配達費等物的流通費を表わす科目
もあるが。これらは杜外の業着に直接支払った料金だげを表わすにすぎず，い
わぼ「氷山の一角」にすぎない。物的流通費の大部分は，その他の諸勘定の中
に混然一体となって潜在しているので・これらの諸費用を抽出しないと物的流
通費の総額は判明しない。従来は上記の杜外支払料金だげが物的流通費のすべ
てであるような錯角を抱いていたので，物的流通費は僅少にすぎず，物的流通
費管理の重要性が忘却されていたのである。
2　物的流通費の現状分析の方法
　財務会計上の原価資料から物的流通費の総額を抽出するには，形態別分析
（natu・al　analySiS）を行なって，全杜的な原価額を生産費と取引流通費と物的流
通費等に再分類し，物的流通費部分を集計する必要がある。かくして始めて，
物的流通活動に要した総原価が判明し，意外と多額な物的流通費が消費されて
いることに気づき，物的流通費管理の重要性を認識できるようになる。
　このためには，形態別原価を各活動との関係において個別費と共通費に大別
し・個別費か共通費かを4桁目のコードで表わす。たとえば，個別費であれぱ
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どの活動に消費されたかが明らかであるから，どの活動に要したものかを次の
ように示す。
　　　000100000…一………一・……一・………・生　産　費
　　　000200000一………一…・一……………・・取引流通費
　　　000300000・…・・…・・…一……………………物的流通費
　　　OO0400000……一…・…・・…一…一…・・・…全般管理費
　また共通費であれぱ，どの費用とどの費用の共通費かを次のように示す。
　　　000500000……………・……………・・・……・・物的流通費と生産費
　　　0C0600000……・・・………一……一・………物的流通費と取引流通費
　　　000700000………………………………一・・物的流通費と全般管理費
　　　000800COO…………一…………………・・…物的流通費と他の全費用
　　　000900000一……………・・……………・…・・その他
　個別費は個別に集計し・共通費は一定の基準で関係費用に配賦し，両老を合
計すると物的流通費の総額がえられる。かくして算定した結果を一表に要約す
ると第3表のような物的流通費の形態別分析表ができ上が乱しかしながら，
物的流通費の総額が判明しただげでは物的流通費管理の重要性は認識できても，
物的流通費の無駄を発見しこれを削減するには役立たない。この目的のために
は，包装・輸送・保管・荷役・清報流通の各機能毎に所要の費用を計算すべぎ
である。これが機能別分析（fmctiOna1analysis）であり，この目的のためには，
物的流通費を物的流通機能との関係から個別費と共通費に分類し，5桁目のコ
ードを用いて，たとえぼ次のように表わす。
　　　000010000・………………………………・・…包装費
　　　O00020000……………………………………輸　送　費
　　　000030000……………・……・…・一……・・…保管費
　　　000040000……一・・…一……・…・…………荷　役　費
　　　000050000…・………・…・………・……・・・・・…情報流通費
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第3表　物的流通費の形態別分析表
費　　目
　材
　基　諾
製福　電
造
原
料
本
手
利
力
費
給
当
費
費
瓦斯水道費運　賃1
減価賞却費
修　繕　費
租税公課
不動産賃借料
　保価　旅
　交
　通　薙
通
信
料
費
費
費
費
物的流通費
共通費個別費　　　≡
　　配賦基準配賦金額
××
××
X×
X×
××
××
××
××
X×
X×
××
××
××
××
X×
××
消費量1・・
讐11
使用量　X×
同上　××
トソ・キ日　　××
資産額　××
修繕量　××
資産額　××
同上　××
同上　X×
出張キロ　××
同上　××
通信費　××
他費の合計　××
1生
■産
合計1費
真∴二
・・i・・
×× 1××・・1・・
××
××
××
××
X×
××
××
×X
××
××
××
×X
X×
×X
××
××
×X
××
××
××
××
××
敢
引
流
通
費1
全1
般
管
理
費i
合
計
××
××
××
X×
××
××
××
××
××
X×
X×
X×
××
××
××
××
販
売
費
及
び
般
管
理
費
販売員給料手当
販売員旅費
広告宣伝費
発送費配達費
役員給料手当
滅価償却費
地代家賃
修　繕　費
事務用消耗品費
通信交通費
雑　　　費
営外1支払利息
業篇㍗慧
合　　計
X×
　　監督時間
××　資産額
××　同上
X×　修繕費
××　使用量
××　通信費
X×　他費の合計
XX
××　　　X×
××　　　××
××　　　××
××　　　××
××　　　××
××　　　××
××　　　××
X×　資産額　　××　　××
××　’資産額他　××　　××
×××
。。・」・・
×X
××
X×
×××
××
××
×X
×X
×X
××
×X
××
××
××
××
××
××
×××
×X
××
××
××
×X
××
××
×X
××
××
××
××
××
××
××
X×
××
X×
××
××
1　」lXX×1×X×
対売上高比率 1…
??
…　1…　1…
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　　000060000…一・・………一……・・……一・包装費と荷役費
　　000070000・…・・……・一・…一…・…………・輸送費と荷役費
　　o00080000一…………一・…・・……………・保管費と荷役費
　　000090000一・一…・……一・・…………・・一・・その他の共通費
　これらの機能別費用をさらに小機能別に細分し，個別費か共通費かを6桁目
のコードで，たとえぱ次のように表わす。
　　000010000一………一・・……・………一包　装　費
　　000011000・………………・・……………・一・内装費
　　000012000…一……・一・………・………・…個　装　　費
　　000013000……一…・・…一一…………・…外　装　　費
　　000014000…一………・・・………………・・…包装管理費
　　O00015COO一……一…・…一一…………・包装共通費
000020000…
000021000…
000022000…
000023000…
000024000…
000025000…
000026000…
0000270G0…
　　　・輸　　送　　費
・一・…・　自家自動車輸送費
　　　　・営業自動車輸送費
　　　　・鉄遺輸送費
　　　　・船舶輸送費
　　……航空輸送費
　　　…輸送管理費
　　　　・輸送共通費
000030000一・・
000031000・・■
000032000…
000033000…
　　　　…保　　管　　費
・一・　　　・自家倉庫費
　　　　　…営業倉庫費
　　　　　　・その他の保管費
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000034000…・………・・……・…一…・一…倉庫管理費
000035000・…　・・……………・　　…倉庫共通費
　　　000040000一…・………・・………・・…一・・荷　役　費
　　　000041000一…………・・……・…・……・……包装荷役費
　　　000042000一…………・・……・…・……・……輸送荷役費
　　　000043000……・…………・・……・・………・…倉庫荷役費
　　　000044000…………………一一…………・荷役共通費
　個別費は個別に集計し，共通費は一定の基準で関係費用に配賦し，両老を合
計すると機能別の物的流通費の内訳が入手できる。かくして算定した結果を一
表に要約すると，第4表のような物的流通費の機能別分析表ができ上がり，こ
れから次のような管理情報がえられるようになる。
a．物的流通機能毎に，原価の合計額とそれを構成する形態別費目の内訳が示
　される。
b．どの機能及びどの機能のどの費目が，前期や予算に比べ使いすぎたかがわ
　かる。
C．使いすぎた費目について・使いすぎの原因を解明することが可能とな乱
d．使いすぎた費目について，当該機能を担当している管理老に責任を追求す
　ることができるo
e．物的流通の各機能毎に，標準原価を設定したり，標準原価を実際原価と比
　較し差異が分析できる。
f．物的流通機能の適否を判定したり，製品別や地域別等の物的流通費を算定
　する道が開かれる。
　上記のfでも指摘したように，機能別の物的流通費が算定できればこれを媒
介として，製品別や地域別やはては顧客別，経路別等の物的流通費を計算する
ことができる。これが物的流通費の適用別分析（segmental　a㎜lysis）である。
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第4表　物的流通費の機能別分析表
芙　通　費
費　　目 個別費 合計配賦基準 配賦金額
内　　装　　費 ×× 包装時間他 ×× ××
包 個　　装　　費 ×× 同　　上 ×× ××
装 外　　装　　費 ×× 同　　上 ×× ××
包装管理費 ××　　■管理時間他 ×× ××費
小　　計 ×× X×
自家虜動車輸送費 ×× トン・キロ他 ×× X×
物 輸 営業自動車輸送費 ×× 同　　上 X× ××
鉄道輸送費 ×× 同　　上 ×× X×
送 船舶輸送費 ×× 同　　上 ×X ××的 航空輸送費 ×× 同　　上 ×× ××
費 輸送管理費 ×× 平均トソキ目他 ×X ××
費
保
管
費
荷
役
費
小　　計
白家倉庫費
営業倉庫費
その他保管費
倉庫管理費
　小　　計
包装荷役費
輸送荷役費
倉庫荷役費
　小　　計
情報流通費
物的流通費合計
××
××
××
××
X×
×X
××
×X
××
××
××
X××
貨物容讃量
同　上
同　上
平均容積他
荷役時問他
同　上
同　上
通信量
××
××
××
××
××
×X
××
××
××
××
××
1。。。
××
××
××
×X
××
×X
××
X×
××
X×
××
X××
従来も製品別や地域別等の物的流通費を計算しようとして努力した会杜が少な
くないが，形態別の物的流通費から直接に製品別や地域別等の物的流通費を計
算しようと努めた結果ほとんど失敗に終っている。形態別費用と製品や地域等
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とは直接的な関係がない場合が多いので，配賦計算が悉意的にたってしまった
ためである。ところが機能別の物的流通費を媒介とすると，両老を結びつけう
るので，ある程度適正な配賦計算が可能とたるのである。
　それはともかく，適用別分析においては，機能別の物的流通費を製品や地域
や顧客等との関係から直接費と間接費に大別し，直接費か問接費かを7～9桁
目のコードで，たとえぱ次のように表わす。
　　　000000100………・……………一……一製品別の物的流通費
　　　000000200……・…・………一…・一・・…・・…A製品の物的流通費
　　　000000300………一……一一…………・一・B製品の物的流通費
　　　000000400………・……・・……………………C製品の物的流通費
　　　000000500一…・……一・……一・…………A製品とB製品の共通費
　　　000000600………一…・・………・…………・・B製品とC製品の共遣費
　　　000000700……………・・・・…………・…・・・・…A製品とB製品の共通費
　　　000000800……一・・………………・・・…一・・全製品の共通費
000000010…　　　　　　　　　　…地域別の物的流通費
000000020…　　　　　　　　　　　　　甲地域の物的流通費
000000030…　　　　　　　　　　……乙地域の物的流通費
000000040…　　　　　　　　　　・一・・丙地域の物的流通費
000000050…　　　　　一・　　………・・甲地域と乙地域の共通費
000000060…　　　　・一　　　　・…・…乙地域と丙地域の共通費
O00000070……一一・…一…………・・……甲地域と丙地域の共通費
000000080・…　　　　　　　　　　　　全地域の共通費
000000001・・・・・・…
000000002・・・・・…
一一顧客別の物的流通費
　　　・・官庁向げ物的流通費
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第5表物的流通費の製品別分析表
売　上　高
生　産　費
生産利益
物
的
流
通
費
包装費
輸送費
保管費
荷役費
情報費
取引流通費
流通利益
全般管理費
純　利　益
A　　製 品 B　製　　品
直接費の
配賦額
××
××
××
××
××
××
××
間接費の
配賦額、
××
×X
××
××
××
××
××
小計麟姦麿姦
・・1
・・i・・i・・
・・i
×X ××
・・1・・
×× ××
××
×X
××
・・」・・1・・
・・1・・1・・
・・1・・ ××
。。1
小計
××
××
××
××
××
××
××
X×
××
××
全製品
合計
××
××
X×
X×
×X
××
××
××
××
××
××
××
　　000000003………一・・…一…・・…・…・一……民間向け物的流通費
　　000000004…一…・……・一…………一・…両顧客の共通費
　かくして算定した結果を一表に要約すると，第5表のような物的流通費の製
品別分析表ができ上がり，各製品別の物的流通費の金額が判明するので，当該
製品別に売上高から生産費を控除すると生産利益が判明し，さらにこれから物
的流通費と取引流通費を差引くと流通利益が求められ，生産利益と流通利益を
区分することができる。さらに各製品別の流通利益の合計額から，全般管理費
を差引くと最終の全社的な純利益が算出される。
　以上のようにして物的流通費を形態別，機能別，適用別に分析すると，現在
物的流通費がどんな形態で，どんな機能のために，またいかなる製品や地域等
にいくら消費されているかの現状が判明するので，これらの分析は現状分析と
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財務会計分類　　管理会計分類
科　形棲能別分類適用別分類 支
目 態可燕 払別 晶域客分 分分分分雰裂裂 金
ずブ∴㍗㍗㍗ 額；．」。一‘戸　　　「
1　　　　1604322432100，000’㌣」11111鼓一奏配　物　輸営輸C　丙　良 1　　　I」一〒一一一■
1
支
議送達鶉送著送製地窩及理費　通　動品域け 払
金
び費　・費　費　費車費費　費　費 額
損益計算書　　物的流通費分析表
称することができる。現状
分析を有効に実施するには，
物的流通費を消費するつど，
前記のコードに従って所要
の金額を極力個別費または
直接費の形で把握する必要
がある。例ぱ，民間向けに
C製品を丙地域において営
業車で輸送し，運賃10万円
を現金で支払うときは，こ
の原価は上のシステム・コードで表わされることになる。
　このようにシステム・コードさえ予めつけておげぱ，あとは同一コードの金
額を抽出して加算するだげで，財務会計に必要な形態別データも，管理会計に
必要な形態別，機能別，適用別データも容易に入手することができ・P　C　Sや
E　D　Pを利用する場合にはボタソーつで必要な原価データが利用できるように
たるo
3　物的流通費の改善分析の方法
　物駒流通費の現状分析を行なって，物的流通機能に。要する費用や，製品別，
地域別等の物的流通費が判明したならぱ，当該物的流通費が適正なものである
か否かを判定する。そのためには，次の改善分析を試み乱
a　期間比較……自杜の前期の実績と当期の実績を比較し差異を分析する。
b　相互比較……自杜の当期の実績と特定会杜の同期の実績を比較し，差異を
　分析する。
C　標準比較・・・…自杜の当期の実績と同業者一般の同期の実績を比較し，差異
　を分析する。
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d　杜内比較……特定製品（地域等）の当期の実績と他の製品（地域等）の同
期の実績を比較し，差異の分析する。
e　代替可能比較……現行の方式に要する実績と代替可能な他の方式に要する
　見積費用とを比較し，差異を分析する。
f　予算比較……当期の予算原倣または標準原価と同期の実績を比較し，差異
　を分析する。
　最も原始的な改善分析は期間分析であるが，前期の実績には不能率が混入し
ており，また前期と当期では物的流通条件が相違するので，前期の実績は当期
の適正な原価目標とはなりえない。むしろ期問比較より相互比較や標準比較の
方が有効であるが，関係会杜または同系会杜以外では他杜の物的流通費データ
は不明な場合が多いので，この種の比較にも大きな限界が存している。それよ
りは，杜内比較の方が実行可能でしかも効果的である。A製品とB製品の物的
流通費，または甲地域と乙地域の物的流通費を比較し，何れの物的流費が害幅
であるか，その原因や責任はどこにあるかを解明するのが杜内比較である。か
くして物的流通費が割高である機能や製品・地域等が判明すれぱ，それに対し
て次の代替可能分析（altemative　analysis）を実施する。
a　現在実施している物的流通活動に代わりうるすべての代替案を列挙す乱
b　当該代替案を実施する場合に要すると予想される物的流通費を見積る。
C　現行の活動と代替的活動に要する物的流通費を比較し，費用が最低の活動
　を選出する。
d　物的流通費が最低の活動に現行の活動を切り換えると，当該費用差額だけ
　物的流通費を削減することができる。
e　費用以外の要素も合せ考慮し，はたして物的流通活動を上記のように改正
　すべきか否かについて最終的な判断を下す。
　たとえぱ，甲地域では自家トラックで製品を輸送しており現状分析を行なっ
たところ，製品一個当り100円の自家輸送費がかかっていることが判明した。
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この地域では自家トラヅクのほか営業車や鉄道でも輸送可能で，所要の運賃を
調査したところ，製品一個当り営業輸送では90円，鉄道輸送では80円の運賃が
かかることが判かったとする。営業輸送や鉄道輸送では，輸送時間や破損率は
若干高まるが実際の営業にはほとんど支障がない場合には，自家輸送を鉄道に
切り換える方が一個当り20円節約でき，年問百万個輸送するとすれぱ2千万円
の輸送費を削減しうるようになる。
　このような代替可能原価は，全部原価ではなく差額原価で十分なので，代替
可能分析は差額原価計算（di茄erential　cOsting）の特色を有している。なお差額
原価は次の特色がある。
a　差額原価は，他の代替案の代わりに，ある代替案を選択する結果として変
　化する原価項目だけに限定される。
b　差額原価は，原価のうち真の差額分だげを反映させなけれぱならたい。
C　差額原価は，遇去の原価ではなく未来の原価であ乱
d　差額原価の構成要素は，問題の性質や検討中の代替案の性質によって相違
　する。
e　差額原便は，多くの場合，帳簿に記載される原価分類と厳密に比較するこ
　とはできない。
4　物的流通費の予算統制の方法
　物的流通費分析を行ない物的流通費の消費計画システムを設定しても，それ
だげでは「絵に画いた餅」にすぎない。この物的流通費計画システムが実現さ
れて，始めて所期の成果を達成することができ乱このような物的流通費計画
システムを実現する遇程が物的流通費統制システムであって，そのために予算
統制システムが実施される。
（1）物的流通費予算の編成
　物的流通費の予算は，形態別に機能別にかつ適用別に編成する。形態別予算
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第6表物的流通費の製晶別予算表
包予
装
費算
輸予
送
費算
保予
管
費算
荷予
役
費算
情予
報
費算
合計
直接労務費予算
直接資材費予算
間接物流費予算
直接労務費予算
直接資材費予算
間接物流費予算
直接労務費予算
直接資材費予算
問接物流費予算
直接労務費予算
直接資材費予算
間接物流費予算
直接労務費予算
直接資材費予算
間接物流費予算
製品別予算他
適用別予算
A製品費
予　　算
××
×X
×X
××
××
X×
××
××
××
××
×X
X×
××
××
××
B製品費
予　　算
××
××
××
X×
××
××
××
××
××
××
××
×X
××
××
××
合　　　　　計
形態別予　　算
×X×
×××
×××
×××
×××
×××
×××
×X×
×××
×××
×××
×××
×××
×××
×××
…1…　1…
機能別予　　算
×××
×××
×××
×××
×X　X
×X×
を編成するには，形態別費用を直接労務費と直接資材費と問接物流費に大別す
べきであ肌ここで，直接労務費というのは，特定の製品を物理的に流通させ
るために個別に消費される人件費のことで，現場の作業員の賃金等がこれにあ
たる。直接資材費は，特定の製品を物理的に流通させるために個別に消費され
る材料費のことで，現場の作業員が使う資材代がこれにあたる。直接労務費と
直接資材費以外のすべての費用，つまり間接労務費と間接資材費と経費・管理
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費を問接物流費とい㌔このうち直接労務費と直接資材費は個別に予算編成し，
間接物流費は一括して予算編成する。
　このような形態別予算は全杜一本で編成するだけでは不十分であり，機能別
にもまた適用別にも編成すべきである。よって実際には，第6表のような物的
流通費予算表が作成されることになる。同表の縦欄には機能別予算が包装費予
算，輸送費予算，保管費予算，荷役費予算，情報費予算の順に記載され，横欄
には適用別予算がA製品費予算，B製品費予算の順に記載されている。さらに
縦欄には各機能別予算について形態別予算が直接労務費予算，直接資材費予算，
問接物流費予算の順に記載される。
①　直接労務費予算の編成法
　直接労務費予算は，標準作業時問に標準賃率を乗じて計算し，標準作業時間
は次の何れかの方法で求める。
a　作業研究法……作業研究によって基本作業の標準作業と標準時間を決定し，
　各基本作業の標準時間を合計することによって作業時問を求める方法で，こ
　の場合にぱ余裕率を加えるべきである。
b　実績法……遇去の同一または類似活動の作業時間の実績に基づいて作業時
　問を求める方法で，平均値法，最良値法，中聞値法がある。
C　職長見積法……現場の職長の経験と判断と知識に基づいて作業時問を見積
　る方法
d　試験作業法一・・標準的な条件の基で作業試験を行ない，これに基づいて作
　業時間を求める方法。
　標準作業時間に乗ずる標準賃率は，次の方法で見積る。
a　正常賃率法……現場におげる異常な状態を排除し，比較的長期間の過去の
　実際賃率を平均し・これに将来の賃率趨勢を加味した賃率を用いる方法で，
　過去の平均実績を重視している点で，予定賃率法と本質を異にしている。
b　予定賃率法・・…・将来の一定期問における実際の賃率を予想することによっ
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　て求める方法で，目標設定時に専門の担当者がいないか，またはイソフレ等
　によって参考とすべき実際賃率がたい場合に使用される。
②　直接資材費予算の編成法
　直接資材費予算は，標準消費量に標準単価を乗じて計算し，標準消費量は次
の何れかの方法で求め乱
a　技術的研究法……製品仕様書や設計図を基にして，技術的に製品当りの各
　種の標準消費量を求める方法で，この場合には余裕率を加えるべきである。
b　実績法……遇去と同一または類似製品の資材消費量の実績に基づいて標準
　消費量を求める方法で，平均法，最良値法，中聞値法がある。
C　試作法・・一標準的な条件のもとで製作試験を行ない，これに基づいて標準
　消費量を求める方法。
　標準消費量に乗ずる標準単価は，次の方法で見積る。
a　正常単価法一・・現場におげる異常の状態を排除し，比較的長期間の過去の
　実際購入価格を平均しこれに将来の価格趨勢を加味した価格を用いる方法。
b　予定価格法……将来の一定期における実際の敢得価格を予想することによ
　って定める方法で，標準設定時に手捲材料や注文材料がないか，またはイソ
　フレ等によって参考とすべき実際価格がない場合に使用される。
⑧　間接物流費予算の編成法
　間接物流費予算は次の何れかの方法で設定する。
a　固定予算による方法
　予算期問において予期される一定の操業度に基づいて間接物流費予算を算定
し，これと実績を比較する方法である。この場合には予定操業度の予算と実際
操業度の実績が比較されるから，操業度差異による差異を除去しなけれぱ，能
率・不能率は判明しない。
b　変動予算による方法
　予算期間において一定の操業度を予定することなく，予想される範囲内にお
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ける色々な操業度に対応する問接物流費の予算を算定し，実際に発生した操業
度に見合う間接物流費予算と間接物流費実績を比較する方法であ乱この場合
には，実際操業度におげる間接物流費予算と問接物流費実績が比較されるから，
操業度差異は生ぜず差異の全額が能率差異を表わす。変動予算にも，次の2種
類がある。
　・実査法による変動予算……一定の基準となる操業度を中心として，予想さ
　れる範囲内の色々な操業度を一定問隔毎に設け，各操業度に応ずる複数の間
　接物流費予算を予め算定し列記するものであ乱たとえぼ次期に予期される
　操業度が最低70劣～最高90％の時は，たとえばこの間を75％，80％，85％と
　区分して，各操業度に見合う予算を設定し，実際の操業度が85％になった時
　は，85％の時の予算と実績を比較する。
　・公式法による変動予算……問接物流費を固定費と変動費に大別し・固定費
　は操業度の増減にかかわりなく一定とし，変動費は，操業度の増減との関連
　における各変動費要素の変動費率を予め測定しておき・これにそのつどの実
　際操業度を乗じて予算を算定する。
　この場合には次の公式において，aの固定費とbの変動費率を予め決定して
　おく。
　　　　　y＝a＋b　x
　そしてbに実際操業度xを乗じて変動費を算定し，これにaを加算して予算
　yを求め，これと実績を比較するのである。
（2）物的流通費予算・実績差異の分析
　物的流通費について，予め予算が編成され，この予算を指導目標として実際
の物的流通活動が実施された後は，予算と実績が対比され，その差異が分析さ
れる。これが物的流通費の予算・実績差異分析であって，一般に次の手続がと
られる。
a　直接労務費の差異分析
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　直接労務費予算は，標準作業時問と標準賃率の積として編成されたので，予
算と実績の差異も作業時聞差異と賃率差異に分析する。作業時間差異とは，標
準作業時間と実際時聞の差異に基づく直接労務費差異のことであり，賃率差異
とは，標準賃率と実際賃率との差異に基づく直接労務費差異のことで，次式で
求める。
　作業時間差異＝標準賃率×（標準作業時問一実際f乍業時間）
　賃率差異＝実際作業時間×（標準賃率一実際賃率）
b　直接資材費の差異分析
　直接資材費予算は，標準消費量と標準単価の積として編成されたので，予算
と実績の差異も消費量差異と単価差異に分析す肌消費量差異とは・標準消費
量と実際消費量の差異に基づく直接資材費差異のことであり・単価差異とは・
標準単価と実際単価との差異に基づく直接資材費差異のことで，次式で求める。
　消費量差異＝標準単価×（標準消費量一実際消費量）
　単価差異＝実際消費量×（標準単価一実際単価）
C　間接物流費の差異分析
　①　固定予算の場合
　固定予算の形で間接物流費予算を編成した時は，次式で予算と実績の差異を
操業度差異と能率差異に分析する。なお間接物流費配賦率は，間接物流費予算
を予定作業時間で除して求める。
　操業度差異＝実際作業時聞×間接物流費予算配賦率一問接物流費予算
　能率差異＝（予定作業時問一実際作業時間）×間接物流費予算配賦率
②　変動予算の場合
　変動予算の形で問接物流費予算を編成した時は，次式で予算と実績の差異を
予算差異と操業度差異と能率差異に分析する。
　予算差異＝（固定費十実際作業時聞X予算変動費率）一実際問接物流費
　操業度差異＝予算間接物流費一（固定費十予定作業時聞×予算変動費率）
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　能率差異＝（実際作業時間一予定作業時問）X予算変動費率
　ここに予算差異とは予算金額の見込み違いによる差異であり，操業度差異と
は操業度（作業時間で測定）が予定と食い違ったために生ずる差異であり，ま
た能率差異とは作業時閻の短縮または超遇こよる差異のことである。
　以上論じたところを要約する意味で物的流通費管理のシステム・フ目チャー
トを掲記しておけぱ，第1図のとおりである（ツステム・フローチャートの詳細に
っいては，拙稿「管理会計のシステム分析及びシステム設計」r早稲E日商学』第214号を
参照のこと）。
5　物的流通費の現状分析の一例
　以上のうち物的流通費の形態別分析について，最も完全な時系列分析を行っ
たのは“Dis位ibution　Age”誌で，同誌の調査委員会は，食品，機械，化学・
石油・ゴム，紙製品，金属，木製品の6業種について1960～1962年にわたって
実態調査した結果を第7表のように報告している（Richa・d　E・Snyde・“Physica1
Distribution　Costs，”刀赦〃あ吻ガo勉λg召，pp，36～37）．
　同表から売上高対物的流通費比率は，最高では食品工業で平均29．59刎こ達
しており（1960年には34．42％にも及んでいる），最低でも機械工業の平均9．77
％に達しており，（1961年でも8．83％に及んでいる）・高いウェートを占めてい
ることが知られる。6業種のうち4業種では・物的流通費率が1961年と1692年
とも減少しており，その2業種では1961年には前年に比べ減少したが，1962年
には前年に比べ増加している。6業種の平均構成比率は単純平均で毎年逓減し
ているが，1961年には前年より3．86％も減少したが，1962年には前年に比べ
1．69％滅少したにすぎない。
　わが国では本格的な実態調査は為されたことはないが，昭和40年に財団法人
機械振興協会は通産省の要請に応じて物的流通調査委員会を設置し，ビール，石
げん，洗済，出版物，紙，衛生陶器，電気洗濯機，ミシソ，尿素及び冷延鋼板に
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第8表　某ビール会杜の物的流通費分析表　（1〕
　　　工場関係（製造原価として処理した分）
（単位千円）
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第9表　某ビール会杜の物的流通費分析表　（2）
　　　支店関係（販売費として処理した分）
（単位千円）
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49，314：
114．795
　4．157
78，514
μ、877
197，466
104．463
　3．783
71、μ8
179，694
以下同じ
2．0231
1201
　3951
α255」
170j
2，688’
清
通信費■
電信電話他
さん孔タイプ送信
　（東京・大阪）
さん孔タイプー
（金利）　＠O．081
事務用紙他1
11．651
　780
2．566
　959
　55
　38
　39
4・4371
10．332
　374
7，066
報
費
17，772
情 報1
維持費　　　「｛償却費（〃）1人件費　　　．
（〃）　一
（・）1
　　計1
・48・91
28．3631
2．9601
15・7831
13・5131
25，811i
2，694」
14．3631
1，336」
2，552i
　2261
，420
1小 6L95556．38115，574
合　　　計 ㈹…1肌…1舳・
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第10表某ビール会杜の物的流通費分析表　（3〕
　工場分と支店分の合計表
（単位百万円）
項　　　　　目 「機能別 年問合計 製品別内訳ビールi飲料水
〔支　　　　店〕
①販、■擦1 2．874　　　　2．673　　　　　　201　248　　　　　　226　　　　　　　22
　127　　　　　　116　　　　　　　11
　6ユ　　　　　56　　　　　5
〔工　　　　場〕
②｝／黛 2．754　　　　　2．248　238　　　　217
　168　　　　153
　　6　　　　　5
総　　　　計
①　十　②
l　A包装費1
l　B保管費r
　l　　　　　　　　　　　　　li　C荷役費i
　■　■D輸送費■
1・情報費1
2．754
　487
　295
2．874
　67
1合．計；・蜘
2．248
　443
　269
2．673
　61
506
21
15
0．5
506
43
26
201
　6
5．696　　　　　　784
対税抜売上高
対税抜・手数料抜売上■
　一函当り（24本入）
　一　本　当　　り
対総原価（税抜）
16．5％　　　　　　16．296
17．6％　　　　　　17，4％
179F『　　　　　　　173Fヨ
7円46銭　　7円21銭、
18・8％　　　一　！
19．O％
19．2％
122円
5円08銭
ついて隈定的な調査を行なったことがあ飢ここでは，工場内の固有の生産活
動を終了してから販売会杜に至る物的流通費だげが調査され，原材料の購入や
工場内の固有の生産活動に至るまでの物的流通費しか調査対象としなかったの
で，アメリカの場合に比べ物的流通費率が若干低目になってい乱このうち某
ビール会杜の場合を例示してみると，第8～1O表のとおりである（流通機構基
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　433
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礎調査報告書r物的流通の現状と間題点』，機械振輿協会，昭和41年，53～55頁）。
　第8表は，工場関係の物的流通費分析表で，財務会計上，製造原価として処
理されたものの中から，物的流通費に相当する金額を抽出したものである。同
様に，第9表は，支店関係の物的流通費分析表で，財務会計上，販売費及び一
般管理費として処理されたものの中から，物的流通費に相当する金額を抽出し
たものである。抽出にあたっては，建物と機械に対し年率8％の自己資本利子
を加算してある。第8表と第9表を合計したのが第10表でこれから次の事実が
　　　　　　　　　　第11表　物的流通費分析基礎資料表　（1〕
握理上処理され 坪敦、省敦
頓査　項　目 調査項目の≡見明 人敦 全額 備　考ている科目名
主として製品在庫
1．製品倉障延坪敦 出薪1＝使用されて 坪
いるもの
生倉印o保崔可能碗函歌 箱
主黎品保管、出荷、その 荷役以外の出再係
干円
箏務およひ管理人件冒 の入件冒
4黎品保管・出荷何 下蘭の場含はモの ■
橋役人件冒 tね注肥
島倉o邊物の個却対象額主とLτ裂品倉庫 ■
｛蝦珂額〕 11二相当するもの
旦倉庫出喬用の荷債捜補等 ’
8．の脹篶価椿
の個却対象額㈱巧額〕
睦時當蠣を合み最 人π出荷の脊役捜当人員
高と量低の人敦 人
旺ケ■サー台致 台
ラオーク1jラト台藪 台
パレツ｝枚孜 教
パレタイザー台致 台
出荷用］ソペアー台劃 台
出荷用車帽トン別阜試 軍
9．襲品包装作黄の入件冒
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判明する。
a　物的流通費は・税抜売上高に対してビールが16．2％，飲料水が19．0％とな
　る。一本当り物的流通費の金額をみると，ビールが7．21円，飲料水が5．08円
　となる。
b　メーカーの価格は101円，卸の価格は104円，販売店の価格は115円で，
卸に対するマージソを手数料として別に支払っているので，これは一般の商
品からみれば売上高がその分だけ高くなっている。よってこれを調整して売
　　　　　　　　　　第12表物的流通費分析基礎資料表　（2〕
胴　耐　蠣　目 田壷明目蜆岨明
岬緕・旦肢人咄
査　　皿 o　　o
1 　　届私宙o問価イ　　む口晒岬融 ｝冊保哲出和＝但用…れτい舌も呵 ，，
’■
○　血呵加却日
同上価岬力t顯同上o由珂価 ‘
’　火里、保胆h 1
ホ　圃定㌍且硯 1
｛　牲珊＾甘日
軸｝］排蜆旺埋出』リ＃瑚田人件o ■
ト　両租人＃日
て■＝＾帥珂旨ほヰ而しo庄工己帥二と 1
手　在旧可硅故 画 ■
一』　瑚砒1旦当人日 坦莇。坦低耐人苗 人
　　ラ＃一ク■』フ’』　　上訳 吉
’L　パレ’｝批撒 工蜴ω｛切旧哺｛ 怯
　　出再用ヨー｛’’，　＿吉鋏 吉
　　］而用聰｝ト，ワ　別o鋏
岩
由　，一一里リ，｝日 雌＾，、侃頸 伊
ヨ　＾レ，十■ ■　　　　　■ ’
　　出珂用＝’　アタ　　ー冒
I　　　　　’ ■
レ　出師用，冊日 I　　　　　’ ■
呈 世鮒厄｛！五〇耶里 ＾
イ　入出廿口 伸
目　侃悟咀 ■
＾　一拐日 下田苛の埋告 ‘
＝　モ蜆他 ■
3 モ　由　他
イ　迎個則帆旭曲　　○旭・加＾〕
芽店全抹の咀 午旧
??。｛?????????．????????
???
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　上高を算出しこれと対比すると，ビールが17．4％，飲料水が19．2％となる。
C　錬が販売店に配達したもの（会杜が卸店頭まで配達した分）には，運賃補
　助として1函20円（1本83銭）を支払っているので，卸の配達に対する物的
　流通費は，メーカーの物的流通費となっているが・実際にはこの額で賄われ
　ているかどうかは不明である。また販売店のマージソ1本11円の中にいくら
　の物的流通費を要しているかは不明であるが，卸の何倍かであることは想像
　できる。
　なお第8表及び第9表の物的流通費分析表を作成するためには，第11表及び
第ユ2表（井上芳枝薯r輸送・荷役・保管』実業之目本杜，昭和42年，187～188頁）を用
い物的流通費分析に必要な基礎資料を収集しておくことが前提となる。
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